
裁　　 決 書

審査請求人　 住所
氏名　㎜･

上記審査請求人から平成２３年６月２ １ 日 付けで提起のあった保護廃止決定処分
に係る審査請求について、次のとおり裁決する。　　　　卜　　　　　　　卜　　、･

、　　　　主　　　　　　文　　　　　　　`　‥‥　‥
坂井市福祉事務所長が平成２３年ﾒﾚ月１３日付けで審査請求人に通知した生活保

護法第216 条の規定による保護廃止決定について、廃止した時期の平成２３年４月、
１日を取消し、廃止した時期を平成２３年４月５日yに変更する。　　㎜■　■

第１
１

，　　- 。　　　　　 レ 理　･･　　 由　 ご

／審査請求の趣旨および理由　　　　　・　　ソ　　　・ ／
審査請求の趣旨 ＼　　　　　　 ，　　　　‥　　　ｊ　　　卜
卜本件審査請求の趣旨は，坂井市福祉事務所長（以下「処分庁」という。）が
平成２３年４’月亅 ３日付けで審査請求人（以下「請求人」卜という。）に対して
行った生活保護法（昭和２５年法律第亅,４４号，以下「法」という。）第２６
条の規定による保護廃止決定（以下「本件処分」という。⊃’について√平成
２３年４月１日付けの廃止の取消しを求める，というものである。卜

２　 審 査 請 求 の 理 由　　　　　　　　　　　　 Ｉ
本 件 審 査 請 求 の 理 由 は 、 次 の と お り で あ る 。　　　　 卜　　　 ∠　卜　　　　･･

審 査 請 求 人 は 、 平 成･2 3 年､４ 月 ４ 日 に 生 活 保 護 を 辞 退 し た い 意 向 を 持 づ て 辞

卜 退 届 を 処 分 庁 に 提 出 し た が 、 そ の 作 成 の｡際 、/処 分 庁 職 員 か ら 届 出 日 を 同 年 ３ 月
、　　　　１　　　　　　　　　　　　　。　　　　　　　１　　　　１　　　　　　　　　　　１３ １ 日 と す る よ う 強 要 さ れ た と し て い る 。 そ の 届 出 日 を 持 っ て 同 年 ４ 月 １ 日 付

・｡●　　　　d.　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　｡･　　　　　　　　　　　・
・ け で 保 護 廃 止 決 定 さIれ た こ ど は 不 当 で あ り 、取 り一消 さ れ る べ き と 主 張 し て い る 。

第 ２
上 １

当 庁 の 認 定 事 実 お よ び 判 断卜　　　　　　　　 卜　 づ　　　　　　　　 ご

し
当 庁 の 認 定 し た 事 実 お よ び 判 断 は 、 次 の と お り で あ る 。　　I･　　　｡･･　　　

・
（1 ） 認 定 し た 事 実　 卜　　　 ＼　　　　　　　　　　　　　　　　　　 卜　　 っ

ア　 請 求 人 は 平 成 ２ １ 年: レ1 月 １ ９ 日 に 収 入 減 を 理 由 に 保 護 開 始 と な つ卜た 後 、

平 成 ２ ２ 年 ６ 月 １ ８ 日 、 伺 年 ６ 月 ２ ５ 日 、 同 年 １ １ 月 １ ５ 日 、 平 成 ２ ３ 年

１ 月217 日 、同 年 ３ 月 １ ８ 日 に 生 活 保 護 を 辞 め た い と 処 分 庁 に 訴 え で い る 。

イ　 請 求 人 は 、 平 成 ２ ３ 年 ３ 月 ３ １ 日 に 坂 井 市 役 所 総 務 課 に 電 話 を し 、 生 活
●　　　　　　　･。　　　　　　　　　　　・　　Ｊ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　。保 護 を 打 ぢ 切 つ て ほ し い な ど の 生 活 保 護 に 関 す る 苦 情 を 訴 え る 。　　 十

ウ　 同 日 、 処 分 庁 は 請 求 人 に 電 話 を し 、､ 面 会 を 申 し 入 れ た 結 果 、 平 成 ２ ３ 年

４ 月 ４ 日 に 請 求 人 宅 を 訪 問 す る ご と と な っ た 。　　　 犬　 ▽　　　　　　 十

づ工　 処 分 庁 は 、 平 成23 い年 ４ 月 ４ 日 に 請 求 人 宅 を 訪 問 し 、 上 記 イ の 苦 情 の 澣

え に 対 し･て･ 説 明 を 行 っ た 。 そ の 際 、 請 求 人 は 生 話 保 護 の 廃 止 を し て ほ し い

‥　 と い う 意 思 は 変 わ ら な か っ た た め 、 処 分 庁 は 辞 退 届 の 提 出 を 依 頼 し 、 そ の



卜 場 に て 請 求 人 が 署 名 、 捺 印 し た 平 成 ２ ３ 年 ３ 月 ３ １ 日 付 け の 辞 退 届 を 受 理

し た 。二　　　　　　 （

オ　 処 分 庁 は 、 平 成 ２ ３ 年 ４ 月 ５ 白 、 ケ ー ス 検 討 会 議 を 開 催 し 、 請 求 人 が 厚

生 年 金｡と 就 労 収 入 で 自 立 し た 生 活 を 送 る 、 生 活 保 護 を 廃 止 す る 、 平 成2.3

年 ４ 月 １ 日 付 け と す る こ と を 決 定 し た 。

カ　 処 分 庁 は 、 平 成･12 3 年 ４ 月 １ ３ 日 付 け で 、 本 件 処 分 を 通 知 し 、 廃 止 し た

時 期 を 「 平 成 ２ ３ 年 ４ 月 １ 日 」 、 廃 止 理 由 を 「 本 人 か ら の 辞 退 届 に よ る 。 」

と 記 載 し て い る 。　　　　　　　　　　　　　　　　 ト

キ　 請 瀘 大 は 、 本 件 処 分 を 受 け 、 平 成 ２ ３ 年 ６ 月万２↓ 日 に 本 件 審 査 請 求 を 行

づ た 。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ノ　、
ク　 処 分 庁 は 、 平 成 ２ ３ 年 ７ 月‘ ２ ６ 日 に 「本 件 審 査 請 求 を 棄 却 す る と の 裁 決

丶　　　　　　　　I.　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■
を 求 め る 。JI ’と の 弁 明 書 を 提 出 し 、 そ の 理 由 と し て 、 「今 回 の 請 求 人 の 保

護 の 辞 退 は 、 あ く ま でしも 請 求 人 の 意 思 に 基 づ く も の で あ り匸 辞 退 の 日 付 に

つ い で は 、 本 福 祉 事 務 所 か ら 提 案 さ せ て い た だ い た が 、 何 ら 強 要 し て い な

ｊ　い 。 ま た 、 辞 退 届 は 審 査 請 求 人 自 ら が 記 載 し た も の で あ る 。 」 と 弁 明 し て

い る 。　　　十　　　　　　･･　 ∧　　 ＼　 。･

ケ ノ請 求 人 は 、 福 井 県 健 康 福 祉 部､地 域 福 祉 課 内 に お い て 平 成 ２ ３ 年 ８ 月/5 日

に 処 分 庁 か ら の 提 出 書 類 の 閲 覧 を 行 う 。　 、。　 犬　 尚　　　　　　　 … ……

コ　 請 求 人 は 、 平 成 ２ ３ 年 ８ 月 ７ 日 に 反 論 書 を 提 出 し･4 「 生 活 保 護 の 話 は ４

月 ４ 日 に 廃 止 の 話 を し て 、 文 書:を 遡 づ て ３ 月/3 亅 日 に す る よ う に 強 要 さ れ

て 書 き ま し｡た 。 」 と 反 論 し て い る 。　　　　　　　　　　　　 ペ ニ

サ　 処 分 庁 は 、 平 成 ２ ３ 年 ８ 月 ２ ９ 日 に 再 弁 明 書 を 提 出 し 、 「 辞 退 届 の 日 付

に つ い て は 、 本 福 祉 事 務 所 職 員 か ら 提 案 さ せ て い た だ い た がこレ 何 ら 強 要 し

て い な い 。」 上 記 ク の 弁 明 を 繰 り 返 し て い る 。　　　　　　　　　　 ＼

シ　 請 求 人 は 、 平 成 一2 13 年 １ ０ 月/11 日 レ 囗 頭 意 見 陳 述 帝 行 づ た 。　　　 。

平 成 ２ ３ 年 ４ 月 ４ 日 に 生 活 保 護 を 辞 退 す る 旨 の 書 面 を 記 入 す る 際 の 処 分

庁 と の や り と り に お い て 請 求 人 は 、 日 付 に つ い て 「 ３ 月3 ＼i 日 で 書 い て く

だ さ･い 。」と い う こ と を ２ 回 ぐ ら い 言 わ れ た と し 、2･ 回 目 は 「 書 き な さ い 。」

と 言 わ れ た よ シ に 感 じ た と 陳 述 し た 。　　　 ］　　　　　　　　　　　　　 ユ
よ｡･　　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　¶　　　　■・　 ま た 、 請 求 人 は 、 ４ 月 ’に 生 活 保 護 を 廃 止 さ れ た こ と を 撤 回 し た い と の 気

持 ち は な く 、 辞 退 届 を 書 い た 内 容 に は 日 付 を 除 き 問 題 は な い か と の 確 認 に

卜対 し て 「そ う で す 。 」 と 陳 述 し た 。 二　　　　　 づ　　　　　　　　　
」

（2）判断　十　　 、　　　　 ▽　　　 一十　　　　　　　　　　　二
①　保護受給中の者から提出された「辞退届」の取扱いについて　　十
ア　厚生省社会局保護課長通知（昭和3 8,年社保第･3 4号。以下「課長通
知」という。⊃ 第１０の12-3 によ叺･、被保護者から提出された「辞ヽ
退届」が有効なものであり二かつ、保護を廃止することで直ちに急迫し
た状況に陥･ると認められない場合には、当該保護を廃止して差し支えな
いとしている。　　　　　　　　　　　　　･･

イ　同課長通知･によるとレ「辞退届」`が有効となるためには、それが本人
の任意かつ真摯な意思に基づくものであることが必要であり、保護の実

十 施機関が「辞退届」の提出を強要しではならないことは言うまでもなく、
一　 本人が「保護を辞退する義務がある」と誤信して提出した「辞退届」や、
／ 本人の意思によらない/「辞｡退届卜 は効力を有せず、これに基づき保護を



廃止することはできないもので ある。」としている。　　　　＝
ウ･･また、「辞退届」が本人の任意かつ真摯な意思に基づいて提出された
場合であっても、保護の廃止決定を行う に当たっては、つ例えば本人から･
自立の目途を聴取するなど、保護の廃止によつ｡て直 ちに急迫した状況に
陥ることのないよう留意すること。さらに、･保護の廃止に際しては、国
民健康保険への加入など、保護の廃止に伴･い必要となる諸手続きについ
ても助言指導すること。としている。　　　厂　　　　　　　　　　　　卜

②　 本 件 処 分 に つ い て の 判 断 ／　　　　　　 ／　　　　 ＼　 ＞　　　　　　 よ
ア　 亅 青求 人 は 、 平 成 ２ ３ 年 ４ 月 ４ 日 に 提 出 し た 辞 退 届 に つ い て 、､平 成 ２ ３

１　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 φ二 年 １ ０ 月L1 日 の 口 頭 意 見 陳 述 に お い て も 生 活 保 護 を 辞 退 す る 意 思 の 確

認 に 対 し て 「 そ う で す 」 と 陳 述I し て お り 、 生 活 保 護/ の 廃 止 に 関 し て ぼ 、

､嶐 長 通 知 に よ､る 千 本 人 の 任 意 か つ 真 摯 な 意 思 に 基 づ く も の 」 で あ っ た と

認 め ら れ る 。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 二

レ イ ＼し か し 、 請 求 人 は 、 反 論 書 に お い て 「 生 活 保 護 の 話 は ４ 月 ４ 日 廃 止 の

話 を し て･ 、 文 書 を 遡 っ て ３ 月 ３ １ 日 に す る よ う に 強 要 さ れ て 書 き ま し

た 。 」 と 主 張 し 、 口 頭 意 一見 陳 述 に お い て も 処 分 庁 か ら 「 平 成 ２ ３ 年 ３ 月

３ １ 日 で 書 い て｡･く だ さ い レ 」 を ２ 回 ぐ ら い 言 わ れ 、 ２ 回 目 は 「 書Iき な さ

い 。丁 と 言 わ れ た よ う に 感 じ た と 陳 述 し て い る 。

‥ウ　 処 分 庁 の･弁 明 書 に よ る と 、 平 成 ２ ３ 年 ４ 月 ４ 日 に 請 求 人 宅 を 訪 問 し た

際 に 請 求 人 か ら 生こ活 保 護 を 廃 止 し て 欲 し い と の 意 思 は 変 わ ら ず 、 辞 退 届

の 提 出 を 依 頼 し た と し て お り 、･処 分 庁 が 請 求 人 の 辞 退 の 倉 思 を 最 終 的 に

確 認 し た 日 は 、 平 成 ２ ３ 年 ４ 月 ４ 日 で あ る と 認 め ら れ る 。

、 エ　 し た が っ/て ヽ 処 分 庁 は √ 請 求 人 の 廃 止 意 思 を 確 認 し た 平 成 ２ ３ 年4 月゙

＼ ４ 日 付 け で 「 辞 退 届 」 を 提 出 す る よ う 助 言 し 、 同･ 日 付 け で 文 書 の 受 付 を

行 う べ き で あ っ た と 考 え ら れ る 。 そ の う､え で ケ ー¬-ｽ 検 討 会 議 に 諮 りｉ 生

活 保 護 の 痺 止 決 定 を 同 年 ４ 月 ５ 日乙付 け で 行 う こ と が 適 当 で あ っ た と 認 め

ら れ る 。　　　　　　　　　　 フ　　　　　　　　　　 ー、　 ＼

以 上の ことか ら、 請求 人 の申し 立てを認め、･主文 のとお り 裁決 する。

平成２４年１月２ ６日

福井県知事　西川　一誠



ス　フ　　　　ト　　　　　　　 教 ＼　･･　◇　示　　　　＼　ダ
この裁決に不服があるときは、この裁決かあったことを知った日の翌日から起算‘

して3.0 日以内に、厚生労働大臣に対し再審ﾉ査請求をす=ることができる。
また、この裁決につ‥いては、この裁決があったことを､知った日の翌日から起算し

て６か月以内に、この裁決の前提となる決定をした坂井市を被告として決定取消し
の訴え（ﾉ訴えにおいて坂井市を代表する者措坂井市長となる｡ ）を、齔るいは福井ノ
県を被告としてこの裁決の取消しの訴え（訴えにおいて福井県を代表する者は福井
県知事となる。⊃ を提起す万ることができる。


